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大
山
さ
ん
に
と
っ
て
、
八
王
子

と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
す

か
？

大
山
さ
ん
（
以
下
Ｏ
）
髙
尾
山

薬
王
院
は
開
山
よ
り
約

１
３
０
０
年
間
、
無
事
に
寺
を

保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
八
王
子
の
発
展
の
お
か

げ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
時
の

八
王
子
領
主
を
は
じ
め
と
す
る

先
人
た
ち
、
そ
し
て
現
在
八
王

子
に
暮
ら
す
多
く
の
人
々
の
深

い
理
解
と
信
心
、
ご
支
援
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
事
で

す
。
で
す
か
ら
、
ど
ん
な
場
所

か
と
い
う
よ
り
も
、
た
だ
ひ
た

す
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を

し
て
い
ま
す
。

八
王
子
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

Ｏ 

髙
尾
山
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
森
林
が
広
が
る
こ
の
町

に
は
、
由
緒
正
し
い
歴
史
と

様
々
な
文
化
が
丁
寧
に
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
先
人

た
ち
の
精
神
的
遺
産
を
尊
重
し

つ
つ
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た

未
来
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｏ 

激
動
の
社
会
情
勢
の
中
で

こ
こ
近
年
、
誠
に
心
痛
む
こ
と

が
世
界
中
で
絶
え
間
な
く
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界

規
模
の
環
境
異
変
、
東
日
本
大

震
災
と
大
津
波
、
さ
ら
に
は
そ

の
後
の
台
風
に
よ
る
日
本
各
地

の
水
害
な
ど
、
不
幸
に
も
多
く

の
方
々
が
災
害
に
遭
遇
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
心
痛
の

極
み
で
あ
り
、
一
刻
も
早
い
復

興
と
共
に
心
身
の
立
ち
直
り
を

衷
心
よ
り
念
じ
て
や
ま
な
い
と

こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
、
良
く

も
悪
く
も
変
動
し
移
ろ
う
昨
今

の
世
の
中
に
あ
っ
て
、
科
学
の

進
歩
に
よ
る
利
便
性
や
経
済
的

豊
か
さ
だ
け
で
は
心
身
の
安
穏

に
満
た
な
い
と
気
付
か
さ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ

と
す
れ
ば
、
便
利
や
豊
か
さ
な

ど
様
々
な
物
事
を
判
断
す
る
人

の
心
こ
そ
が
い
よ
い
よ
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
髙
尾
山
で
は

日
々
、
心
を
律
し
正
す
修
験
道

山
伏
の
修
行
が
行
わ
れ
、
世
の

平
穏
を
一
心
に
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。
心
の
ふ
る
さ
と
祈
り
の

お
山
が
髙
尾
山
で
あ
り
、
八
王

子
に
暮
ら
す
人
々
の
心
の
財
産

と
し
て
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
「
八
王
子
わ
が
町
」
は
、
八
王
子
を
代
表
す
る
観
光
名
所
「
髙
尾
山
」
に
あ
る
お
寺

『
薬
王
院
』
の
貫
首
（
寺
を
代
表
さ
れ
る
方
）、
大
山
隆
玄
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
す
。

八王子わが町

大
山
隆
玄
大
僧
上
髙
尾
山
薬
王
院
第
三
十
二
世

貫
首

髙
尾
山
を
八
王
子
の
人
々
の“
心
の
財
産
”

と
し
て
、
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す

大山隆玄氏　プロフィール
1934年 市内「吉祥院」
 にて誕生
1957年 得度
1958年 髙尾山薬王院入山
1993年 髙尾山薬王院
 第三十二世貫首就任

大山隆玄大僧上



　

東
日
本
大
震
災
で
の
被
害
を

は
じ
め
、
最
近
で
は
九
州
地
方

の
水
害
な
ど
、
そ
の
甚
大
な
被

害
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
八
王
子
市
も
平
成
20
年
８

月
に
起
き
た
豪
雨
の
影
響
で
、

土
砂
災
害
や
床
上
浸
水
な
ど
の

被
害
が
実
際
に
出
て
お
り
、
こ

う
い
っ
た
被
害
が
い
つ
起
こ
る

と
も
限
り
ま
せ
ん
。
東
京
都
が

発
表
し
た
「
首
都
直
下
地
震
に

よ
る
東
京
の
被
害
想
定
報
告
書

（
平
成
24
年
４
月
）」
で
は
、
八

王
子
市
に
一
番
被
害
を
及
ぼ
す

の
は
、
多
摩
直
下
を
震
源
と
す

る
地
震
で
あ
る
と
想
定
、
八
王

子
市
で
も
『
多
摩
直
下
地
震
』

の
被
害
を
想
定
し
て
備
え
て
い

ま
す
。

　

市
の
非
常
時
対
応
に
つ
い

て
、
八
王
子
市
生
活
安
全
部
防

災
課
に
よ
る
と
、「
ま
ず
必
要

に
な
っ
て
く
る
食
糧
に
関
し
て

は
、
都
が
発
表
し
て
い
る
被
害

想
定
人
数
を
基
に
、
避
難
所
生

活
者
や
帰
宅
困
難
者
に
合
わ
せ

て
都
・
市
が
人
数
分
を
確
保
、

市
内
の
各
避
難
場
所
等
に
配
置

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

想
定
数
は
東
日
本
大
震
災
前
の

平
成
18
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の

を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
今
年

新
た
に
発
表
さ
れ
た
被
害
想
定

人
数
は
こ
の
数
を
大
幅
に
上
回

る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
市
と

し
て
も
今
年
度
か
ら
新
し
い
被

害
想
定
に
合
わ
せ
て
、
備
蓄
な

ど
の
災
害
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
他
、
市
で
は
日
頃
か
ら
警
戒

す
べ
き
地
域
や
場
所
を
ま
と
め

た
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

な
ど
も
作
成
、
都
な
ど
が
行
う

整
備
事
業
と
共
に
、
い
ざ
と
い

う
時
に
、
ど
の
よ
う
に
避
難
し

た
ら
よ
い
か
、
ど
の
よ
う
な
点

を
注
意
し
て
お
く
べ
き
か
な
ど

の
準
備
や
、
市
民
へ
の
注
意
喚

起
を
し
て
い
ま
す
。

　

都
や
市
は
、
災
害
時
に
市
民

の
安
全
を
確
保
す
べ
く
日
頃
か

ら
備
え
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
必
要
な
の
は
、
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」
の
考
え
方
で
す
。
災
害
発

生
時
、
救
援
物
資
は
道
路
が
寸

断
さ
れ
る
な
ど
で
、
す
ぐ
に
手

に
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
お

お
い
に
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ま
で
の

間
、自
分
の
力
で
「
生
き
抜
く
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
、
食
糧
、
飲
料
水
、
生

活
物
資
の
確
保
で
す
。
こ
れ
は

最
低
で
も
３
日
間
程
度
、
余

裕
が
あ
れ
ば
１
週
間
く
ら
い
の

備
え
が
あ
る
と
安
心
で
す
。
ま

た
、
普
段
か
ら
“
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
場
所
”
に
置
い
て
お
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
た
だ
し
、

欲
張
り
す
ぎ
て
荷
物
が
重
く
な

り
す
ぎ
る
と
「
持
ち
出
せ
な

い
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の

で
、
男
性
で
あ
れ
ば
15
㎏
、
女

性
は
10
㎏
を
目
安
に
持
ち
出
し

品
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
時
の
備
え
と
い
う
と
、

ど
う
し
て
も
食
糧
や
飲
料
水
な

ど
が
中
心
に
な
り
ま
す
が
、
処

方
さ
れ
て
服
用
し
て
い
る
薬

や
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る

家
庭
な
ど
で
必
要
な
ミ
ル
ク
や

オ
ム
ツ
な
ど
は
、
災
害
時
に
す

ぐ
に
入
手
す
る
の
は
困
難
で

す
。
特
に
、
薬
は
個
人
で
全
く

違
い
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
少

し
余
裕
を
も
っ
て
用
意
し
て
お

く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
各
人
に
よ
っ
て

“
最
重
要
”
に
な
る
も
の
は
違

い
ま
す
の
で
、「
自
分
が
生
活

す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の

か
」
を
、
よ
く
考
え
て
備
え
る

こ
と
も
大
事
で
す
。

“
い
ざ
”と
い
う
時
の
備
え
は
大
丈
夫
？

も
う
一
度『
防
災
意
識
』を

　
　
　
　
　
　

高
め
ま
し
ょ
う
！

東
日
本
大
震
災
か
ら
約
1
年
半
、
そ
の
影
響
は
私
達
の
生
活
に
未
だ
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

日
頃
か
ら
の
防
災
意
識
が
少
し
う
す
れ
て
き
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
「
ま
さ
か
」
の
時
に
備
え
て
、
も
う
一
度

身
の
回
り
を
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■ 

八
王
子
市
の
災
害
対
策

■ 

自
分
の
身
は

　

自
分
で
守
る
「
自
助
」

■ 

人
に
よ
っ
て「
非
常

　

持
ち
出
し
品
」は
違
う
！

災
害
持
出
品
セ
ッ
ト
例

写
真
提
供　

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場

日
頃
の
防
災
訓
練
も
大
事

（
恩
方
地
区
防
災
協
議
会
）

消
火
器
の
ご
用
命
は

株
式
会
社
多
摩
ニ
ッ
タ
ン
サ
ー
ビ
ス
八
王
子
市
大
和
田
町
5-

19-
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☎
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永生会総合コールセンター 　　0120 - 001 - 083

医療法人社団 永 生 会

八王子市とともに歩み続けて50年。

より良質で安心な医療 ･介護を目指します。

永 生 病 院 永生クリニック
介護老人保健施設 イマジン グループホーム 寿限無

訪問看護ステーション　とんぼ　めだか　ひばり　いるか
JR 西八王子駅南口
東京都指定二次救急医療機関

南多摩病院
新棟 “ 救急医療センター ” 開設

八王子市地域包括支援センター 　片 倉　寺 田
居宅介護支援事業所 　片 倉  スマイルえいせい

通所リハビリテーション　スマイル永生

http://www.eisei.or.jp

永生病院　南多摩病院　永生クリニック　イマジン
永生病院

南多摩病院

http://www.eisei.or.jp 訪問看護ステーション    　めだか   　 とんぼ  　  ひばり   　いるか

Eisei Group SHUTTLE BUS

永生会総合コールセンター

0120-001-083 シャトルバス　永生病院⇄めじろ台駅⇄南多摩病院（西八王子駅）

みんな繋がっている安心
永生会の機能を知る、ご相談窓口。

　

災
害
時
に
大
き
な
力
と
な
る

の
は
、
と
な
り
近
所
や
地
域
の

人
と
の
協
力
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
近
隣
の
人
々

を
知
っ
て
お
く
こ
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。
特
に
高
齢

者
や
、
高
齢
者
や
小
さ
い
子
ど

も
が
近
く
に
い
る
人
は
、
有
事

の
際
に
声
を
か
け
合
っ
た
り
、

助
け
が
必
要
な
人
を
手
伝
う

「
共
助
」
で
、
み
ん
な
で
助
け

る
、
助
か
る
と
い
う
心
が
け
が

大
事
で
す
。

　

い
く
ら
日
頃
の
準
備
が
完
璧

で
も
、
家
族
が
そ
の
情
報
を
共

有
し
て
い
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か

く
の
備
え
も
活
か
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
日
頃
か

ら
定
期
的
に
ご
家
庭
で
「
防
災

会
議
」
を
開
催
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
避
難
場
所
や

連
絡
方
法
の
確
認
、
持
出
品
の

点
検
な
ど
を
し
な
が
ら
“
わ
が

家
の
防
災
対
策
”
を
家
族
で
共

有
し
ま
し
ょ
う
。

■ 
ま
わ
り
の
人
と
協
力

　

し
合
う「
共
助
」も
大
切

■ 

家
庭
で「
防
災
会
議
」を

　

開
き
ま
し
ょ
う
！

参照：総務省消防庁HP、八王子市 HP

災害復旧までの数日間（最低3日分）自活できるように準備しましょう二次持出品

米 ( 缶詰やレトルトごはん、アルファ米など )、缶詰やレトルトのおかず、
菓子類、調味料など。高齢者や乳幼児用のものが必要な家庭では、専用の食品の準備を。
また、缶切り、栓抜きも忘れずに準備。
※消費期限にも注意して、定期的に内容を見直しましょう。

食品

割り箸、紙コップ、皿、ナイフ、ラップなどもあると便利。食事に必要な用品

飲料水は一人1日３ℓを目安にポリタンクなどに用意しておく ( 煮沸してから飲む )。水

卓上コンロ ( 予備のガスは多めに準備 )、携帯コンロ、固形燃料など。燃料

生活用水 ( 洗濯機や風呂に備蓄 )、毛布、洗面具、鍋、ビニールシート、バケツ、新聞紙などその他

まず最初に持ち出すもの。リュックサックなど、両手が使える袋を準備しましょう

災害時持出品リスト リストを参考に持出品をチェックしましょう
一次持出品

AM、FM両方聞けるものが便利。予備の電池は多めに準備。ラジオ

ばんそうこう、包帯、傷薬、鎮痛剤などの他、常用薬も忘れずに準備。救急箱

乾パンや缶詰など火を通さないで食べられるもの。ミネラルウォーター、
水筒、紙コップ、ナイフ、缶切りなど。非常食品

現金、通帳類、証書類、免許証、印鑑、身分証明書など。貴重品

できれば一人一個。予備の電池も忘れずに懐中電灯

下着、上着、レインコート、タオル、ティッシュペーパー、ウェットティッシュ、
ライター、ろうそく、軍手、ヘルメットなど。
小さなお子さんがいる家庭では哺乳瓶、粉ミルク、紙オムツなども準備。

その他



　

研
修
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
冒
頭
、秋
間
会
長
は「
本

日
は
行
政
と
の
共
催
で
研
修
会

を
開
催
し
た
。
町
会
長
の
心
構

え
、
行
政
と
の
連
携
を
通
じ
た

町
会
の
活
性
化
、
効
果
的
な
町

会
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き
有
意
義
な
研
修
会

と
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
石
森
八
王
子
市
長
は
「
八

王
子
市
の
町

会
加
入
率
は

63
％
で
東
京

都
の
な
か
で

も
最
大
の
規

模
で
あ
る
。

地
域
力
を
高

め
る
た
め

に
、
加
入
率

を
高
め
る
必

要
が
あ
る
。

加
入
率
ア
ッ

プ
の
た
め
に

ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
町
会

へ
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
条
例

も
検
討
し
て
み
た
い
」
と
考
え

方
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
最
初
に
「
町
会

長
・
自
治
会
長
の
役
割
」を
テ
ー

マ
に
渡
辺
副
会
長
が
講
演
し
ま

し
た
。
と
く
に
町
会
・
自
治
会

活
動
の
現
状
と
課
題
で
は
依
然

と
し
て
町
会
長
の
在
任
期
間
が

平
均
１
年
半
程
度
と
短
く
、
結

果
と
し
て
活
動
の
継
続
性
が
図

り
づ
ら
い
現
状
で
あ
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各

地
区
連
合
会
の
活
動
の
落
差
が

大
き
く
平
準
化
、
レ
ベ
ル
向
上

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
明
神
町
４
丁

目
町
会
長
の
上
田
幸
夫
氏
が

「
明
神
町
地
域
で
の
防
災
訓
練

の
実
施
に
つ
い
て
」
の
内
容
を

詳
細
に
亘
っ
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

 

「
市
の
防
災
の
現
状
と
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
生

活
安
全
部
防
災
課
長
の
野
口
庄

司
氏
が
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の

な
か
で
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
防
災
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
り
、
市
へ
の
問
い
合
わ
せ
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
。
特
に
防
災
無
線
の
増
設
、

ス
ピ
ー
カ
ー
の
向
き
の
変
更
、

聞
き
漏
ら
し
た
方
に
は
専
用
電

話
で
の
対
応
、
テ
レ
メ
デ
ィ
ア

で
の
テ
ロ
ッ
プ
配
信
な
ど
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
町
会
活
動
で
最

も
関
係
の
深
い
協
働
推
進
課
、

防
災
課
、
ご
み
減
量
対
策
課
な

ど
６
つ
の
窓
口
と
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
課
題
別
に
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
自
連
は
研
修
会
参
加
者
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

配
布
数
１
６
８
、
回
収
数

１
１
０
で
回
収
率
は
６
５.

５
％
で
し
た
。
こ
の
研
修
会
に

は
町
自
連
未
加
入
の
町
会
・
自

治
会
が
16
団
体
も
参
加
し
て
い

ま
し
た
が
、
11
団
体
が
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
は

多
様
で
、
研
修
会
の
あ
り
方
、

町
自
連
や
市
役
所
に
対
す
る
意

見
要
望
等
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
町
自
連
で

は
こ
の
結
果
を
テ
ー
マ
毎
に
全

て
集
約
し
、
役
員
会
に
報
告
す

る
と
共
に
、
市
役
所
に
対
し
て

も
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町

自
連
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
重
視
し
て
今
後
の
活
動
の

中
に
反
映
さ
せ
る
決
意
で
す
。

□
協
働
推
進
課

　
　

事
務
交
付
金
・
公
衆
街
路

　
　

灯
設
置
、
維
持
管
理
補
助

　
　

金
、
集
会
施
設
整
備
補
助

　
　

金
、
町
会
・
自
治
会
で
の

　
　

法
人
格
の
取
得
や
運
営
に

　
　

関
す
る
相
談

□
防
災
課

　
　

防
災
資
器
材
、
自
主
防
災

　
　

会
、
消
防
団

□
ご
み
減
量
課

　
　

資
源
物
の
集
団
回
収

□
暮
ら
し
の
安
全
安
心
課

　
　

自
主
防
犯
活
動

□
道
路
事
業
部
補
修
セ
ン
タ
ー

　
　

道
路
補
修
依
頼
、
道
路
照

　
　

明
灯
管
理
、
カ
ー
ブ
ミ　

　
　

ラ
ー
設
置
依
頼

□
道
路
事
業
部
計
画
課

　
　

道
路
ア
ド
プ
ト
制
度

□
公
園
課

　
　

公
園
ア
ド
プ
ト
制
度

□
健
康
福
祉
総
務
課

　
　

災
害
時
の
要
援
護
者
支
援

町
会・
自
治
会
長
ら
１
８
０
名
が
参
加

市
と
共
催
で
役
員
研
修
会
を
開
催

町
自
連
は
６
月
23
日（
土
）八
王
子
市
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
24
年
度
研
修
会
を
八
王
子
市
と
共
催
で
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
１
８
０
名
の
町
会
・
自
治
会
長
ら
が
参
加
し
、「
町
会
・
自
治
会
長
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
、

事
例
発
表
を
は
じ
め
、
市
か
ら
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
た
窓
口
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

■ 

講
演
＆
事
例
発
表

■ 

防
災
の
現
状
と
課
題

■ 

６
つ
の
窓
口
か
ら
説
明

■ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

■ 

町
会
・
自
治
会
関
係
の

　

窓
口
は
こ
ち
ら
だ
！

事例発表を熱心に聞く各町会・自治会長の皆さん

ご
婚
礼
・ご
宴
会・ご
法
事
・壇
払
い
等
の
ご
用
命
は

八
王
子
エ
ル
シ
ィ
八
日
町
6-

7

☎
0
4
2-

6
2
3-

2
1
1
1



 

「町自連だより」にあなたの企業を
PRしませんか？

この「町自連だより」は、八王子の１２万世帯に配られています。
八王子の皆さんに、あなたの会社を告知しませんか？

広告出稿のお問い合わせは

ヒラツカ印刷社　担当平塚、鈴木まで
     042-623-0381

　

小
比
企
町
１
丁
目
町
会
（
町

会
長
＝
石
松
弘
好
・
世
帯
数

５
８
２
）は
７
月
21
日
（
土
）、

由
井
第
３
小
学
校
で
納
涼
盆

踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
国
際
交
流

及
び
世
代
間
交
流
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
い
っ
そ
う
促
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に

は
八
王
子
国
際
協
会
（
理
事
長

＝
岡
添
健
介
）
を
通
じ
て
近
隣

の
拓
殖
大
学
な
ど
18
名
を
超
え

る
留
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
午
後
１
時
30
分
か

ら
自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
南

大
沢
交
通
安
全
協
会
、
南
大
沢

警
察
署
の
全
面
的
な
協
力
に
よ

り
開
催
し
、
こ
れ
に
は
小
学

生
、
中
学
生
、
外
国
人
留
学
生
、

寿
会
を
は
じ
め
２
２
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

と
く
に
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ

る
交
通
事
故
模
擬
体
験
を
取
り

入
れ
た
交
通
安
全
教
育
、
自
転

車
運
転
模
範
演
技
指
導
、
自
転

車
運
転
違
反
箇
所
発
見
ク
イ
ズ

な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
事
故
防

止
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夜
６
時
か
ら
は
恒
例
の
盆
踊

り
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
か
き
氷
、
焼

き
鳥
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど

の
出
店
の
ほ
か
に
、
異
文
化
を

体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
韓
国

の
代
表
的
な
料
理
「
チ
ヂ
ミ
」、

鶏
肉
を
使
っ
た
ペ
ル
ー
料
理

「
エ
ス
カ
べ
チ
ェ
デ
ボ
ジ
ョ
」

な
ど
が
出
店
し
、
売
店
の
前
は

人
盛
り
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。
八
王
子
国
際
協
会
の
テ
ン

ト
で
は
、
生
活
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

や
医
療
カ
ー
ド
な
ど
各
種
の
チ

ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
で
は
寿
会
の
方
が
留

学
生
に
「
ゆ
か
た
」
の
着
用
の

仕
方
や
踊
り
を
教
え
、
盆
踊
り

の
輪
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
地

域
の
住
民
と
の
交
流
を
深
め
あ

い
ま
し
た
。　

　

石
松
町
会
長
は
「
納
涼
祭
で

２
つ
の
目
的
が
達
成
で
き
、
地

域
の
活
性
化
に
少
な
か
ら
ず
貢

献
で
き
た
と
思
う
。
こ
の
活
動

を
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

八
王
子
市
は
６
月
の
補
正
予

算
で
町
会
・
自
治
会
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
、
事
務
交
付
金

の
30
円
ア
ッ
プ
を
は
じ
め
、
集

会
施
設
整
備
補
助
金
、
町
会
等

公
衆
街
路
灯
設
置
維
持
管
理
補

助
金
の
増
額
な
ど
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
自
連
が
か
ね
て

か
ら
町
会
・
自
治
会
活
動
の
活

性
化
の
た
め
に
行
政
に
対
し
て

財
政
支
援
な
ど
を
粘
り
強
く
要

請
し
て
き
た
大
き
な
成
果
で
あ

り
ま
す
。　

　

こ
の
背
景
に
は
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
町
自
連
の
活

動
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
と

共
に
、
行
政
に
お
い
て
も
「
町

会
・
自
治
会
が
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
い
」
と
い
う
認
識
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

町
自
連
は
今
後
も
、
町
会
・

自
治
会
活
動
に
必
要
な
財
源
確

保
を
は
じ
め
、
各
地
区
が
掲
げ

る
政
策
課
題
な
ど
に
つ
い
て
行

政
と
積
極
的
に
協
議
を
し
て
い

く
考
え
で
す
。

国
際
交
流
を
深
め
た
納
涼
祭

小
比
企
町
１
丁
目
町
会

日本100名城を
有する元八王子
地区 で10月21
日（日）に「北條
氏照まつり」を
開催します。当
日 は 総 勢100
名の武将が高尾
街道を武者行列
します。30 町会による町民のため
の12,000世帯６万人の祭典です。

元八王子北條氏照まつり

詳しくは、八王子市各事務所に設置してあ
る元八王子北條氏照まつりのプログラムを
参照してください。

問合せ ☎042-626-0303町田まで

町
自
連
の
要
請
が
実
現

　
　

事
務
交
付
金
な
ど
を
増
額

各
国
料
理
を
ふ
る
ま
う
八
王
子

国
際
協
会
の
み
な
さ
ん



　多摩川と日野市に接した東北部
地区連合会 ( 会長：大谷平行 ) は、
１５団体の町会、自治会 (7,500
世帯 ) で構成し、石川地域住民協
議会と共に地域のコミュニティ活
動を推進しています。
　毎年、石川地域住民協議会が開
催する８月の「石川市民センター
まつり・福祉のつどい」、１１月
の「文化祭」、１月の「どんと焼き」
は地域住民に定着した３大イベン
トとなっています。当連合会はこ
れに積極的に連携・協力を行って
います。
　本年は石川地域住民協議会創立
( 石川市民センター開設 ) ２０周
年の節目を迎え、それぞれのイベ
ントに「開設２０周年記念」の冠
を付し、さらに充実を図っている
ところです。
　８月に開催した「石川市民セン
ターまつり・福祉のつどい」では
納涼盆踊り、歌謡ショー、夜店等
には、会場を埋め尽くすほどの多
くの来場者がありました。連合会
は夜店に各町会・自治会単位の専
用ブースを設け、センターまつり
を大いに盛り上げることができま
した。各町会・自治会は日頃の地
域でのイベント経験を活かし焼き
鳥、フランクフルト、飲み物、ヨー
ヨー釣りなど多種多様な出店で子
供たちをはじめ多くの方々に大変
喜んでいただきました。
　今後も地区連合会は、地域に根
ざしたコミュニティ活動を推進し
ていきます。

　辺名町会 ( 会長：野崎良一 ) は
恩方地区に所在し、当所には「銘
木辺名の桜」「芭蕉の句碑」など
が存在しています。
　戦前は繭の元となる「桑」の生
産を主なる業とする村落で、当時
の状況は作家「きだみのる」によ
り描かれた「気違い部落」にも掲
載、映画化されました。
　しかし、戦後は街道モリアオカ
エルの道沿線には戸数が増え、砕
石業の進展などにより、農道は舗
装され通称ダンプ街道へと変容し
ました。昭和３０年代の部落の状
況は文化的遺産および価値ある伝
統文化を残す以外は次第に消え失
せ、今は存在していません。
　現在、町民あげての「正月どん
と焼き」、金山神社の祭礼時の「行
灯作り」などは当町会の過去から
現在へと繋がる長き良き伝承の一
つでもあります。
　また、町会会館の新築や金山神
社の再建など多額な資金を伴う大
事業は、町民共有地の売却や町民
寄付により実現しました。
　今年はじめて実施した「持ち寄
り野菜市」は高齢者自らが発案し
た活動であり、このような新たな
動きを絶やすことなく続けていき
たいと考えています。
　近年、圏央道インターチェンジ
開通、介護施設建設などを契機に
町会周辺は企業参入がなされてい
ます。江戸時代に流行った里唄「お
つなところに辺名の桜、お手は届
かぬ観るばかり」で唄われたよう
に「和やかな気風による町民相互
の絆」を強め、縄文・弥生時代に
当地で暮らした先人に恥じない

「暮らしやすい町」をめざします。

　東雲町会 ( 会長：渡辺豊久 ) は
２８０世帯で構成されています。
新しく町会に加入した人や他の町
会の人たちから「東雲町会」は何
と読むのかとよく聞かれます。
　語源から言えば「東雲」とは夜
明け、明け方の意味。日の出を迎
え、東の空が赤く染まり、薄く浮
かんだ雲があかね色に変わってい
くのを見た故人 ( いにしえびと )
が「東雲のほがら、ほがらと明け
ゆけば…」と和歌にも詠われたす
ばらしい１句から町会名としまし
た。
　東雲町会は散田町の東に位置
し、西八ハイツから教育センター
の先まで南北に長い町会です。春
には富士森公園の桜が見事です。
　町会行事は若い人を中心に行っ
ています。夏まつりは近隣の町会、
自治会のなかでは一番早い７月に
開催し、メインの７中ブラスバン
ドの演奏には若い人や子供たちま
で多く集まり、相乗効果は抜群で
す。
　今年の夏祭りは昨年に続いて節
電に協力しました。発電機を横山
南地区連合会から借用し、照明や
かき氷の電源に使用しました。節
電をしての夏まつりは大成功でし
た。
　暮れの餅つき大会も若い人を中
心に行います。６０キロを午前中
でつきあげます。子供たちも多く、
餅と豚汁の味は絶品です。
 　高齢化が進む中で、若い人た
ちの町会行事への積極的な参加は
町会にとって大きな力となってい
ます。
　町会は今年で結成して５５年を
迎えています。

町 会・自 治 会 活 動 ダ イ ジ ェ ス ト
ふれあいのまちづくり

東北部地区連合会
辺名町会の今昔

辺名町会（恩方）
若い人中心の町会行事

しの　のめ

東雲町会（横山南）

タ
タ
ミ
の
こ
と
な
ら『
タ
タ
ミ
の
あ
な
み
ず
』へ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
あ
り
ま
す
八
王
子
市
片
倉
町
４
４
０-
６

☎
0
4
2-

6
3
7-

3
4
5
9



 
 

　

数
井
先
生
は
、
年
間
70
件
も

の
「
在
宅
看
取
り
」
に
携
わ
り
、

早
く
か
ら
訪
問
医
療
の
大
切
さ

を
訴
え
、
そ
れ
を
実
行
さ
れ
て

来
た
先
生
な
ん
で
す
。「
人
間

が
死
ぬ
時
は
医
者
は
何
も
で
き

な
い
も
ん
な
ん
だ
。
見
守
る
だ

け
な
ん
だ
よ
」
と
口
に
し
つ

つ
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
い
医

療
を
心
が
け
て
い
る
。
数
井
先

生
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
在
宅

の
介
護
も
怖
く
な
い
、
と
思
え

る
方
で
す
。

　

せ
っ
か
く
、
八
王
子
の
12
万

世
帯
の
方
々
に
読
ん
で
も
ら
え

る
と
い
う
媒
体
。
こ
こ
で
今
更

高
齢
者
介
護
を
語
っ
て
も
、
す

で
に
介
護
の
本
や
ネ
ッ
ト
メ

デ
ィ
ア
に
情
報
は
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、提
言
し
た
い
こ

と
は
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
に
よ
る

「
八
王
子
活
性
化
計
画
」
で
す
。

　

私
は
静
岡
市
の
生
ま
れ
で
、

縁
あ
っ
て
15
年
前
か
ら
、
八
王

子
で
医
者
と
し
て
働
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
頃
か
ら「
八

王
子
に
は
昔
の
元
気
が
な
い
」

と
言
わ
れ
る
の
を
耳
に
し
て
き

ま
し
た
が
、
八
王
子
に
は
宿
場

町
と
し
て
の
味
わ
い
が
残
り
魅

力
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
シ
ル

バ
ー
パ
ワ
ー
を
活
か
さ
な
い
手

は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
イ
オ

ン
モ
ー
ル
の
平
日
は
、
車
椅
子

介
助
さ
れ
た
高
齢
者
で
賑
わ
う

こ
と
が
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
な
ら
っ

て
、
近
頃
元
気
が
な
い
甲
州
街

道
沿
い
の
、
昔
な
が
ら
の
町
並

み
を
持
つ
商
店
街
を
も
っ
と

「
高
齢
者
が
懐
か
し
み
な
が
ら

楽
し
め
る
町
」
に
す
る
ん
で

す
。
車
椅
子
も
視
覚
障
害
の
方

も
歩
き
や
す
い
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
勿
論
の

こ
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
土
地
活

用
す
る
よ
り
介
護
施
設
で
生
活

す
る
高
齢
者
た
ち
が
バ
ス
で
乗

り
入
れ
ら
れ
る
駐
車
場
を
作

り
、
さ
ら
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
を
作
り
、
そ
こ
を
基
点
に

甲
州
街
道
を
散
策
し
、
鰹
節
や

お
茶
を
買
っ
た
り
、
着
物
を
眺

め
た
り
し
て
楽
し
む
。
そ
し

て
、
ひ
と
り
身
に
な
っ
た
男
性

は
大
抵
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し

ま
う
の
で
す
が
、
低
賃
金
で
い

い
か
ら
働
け
る
店
が
で
き
れ

ば
、
元
気
高
齢
者
が
介
護
高
齢

者
と
や
り
取
り
で
き
る
。
昭
和

レ
ト
ロ
の
カ
フ
ェ
で
ヘ
ル
パ
ー

に
付
き
添
わ
れ
た
認
知
症
の
方

が
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

昔
を
懐
か
し
め
る
風
景
は
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
連
れ
ら
れ
て
、
子
供
や
孫

な
ど
様
々
な
年
代
の
人
も
集

ま
っ
て
く
る
。
そ
ん
な
活
気
あ

る
街
を
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
で
復

活
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
自
分
で
は
ひ
そ
か
に
甲
州

街
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
名
付
け

て
楽
し
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。

今
、私
が
思
う
こ
と

「
子
育
て
応
援
企
業
」

　
　
　
　
　

  

が
活
動
中
！

数
井
学

今
回
は
八
王
子
市
で
早
い
時
期
か
ら
訪
問
医
療
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
数
井
学
先

生
が
、
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
数
井
先
生
を
ご
紹
介
く
だ

さ
っ
た
、こ
の
連
載
の
主
幹
で
あ
る
加
藤
公
恵
さ
ん（
医
療
法
人
社
団　

永
生
会　

在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　
セ
ン
タ
ー
長
）の
推
薦
の
言
葉
か
ら
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
は
、
八
王
子
市
が

独
自
で
作
っ
た
「
子
育
て
応
援

企
業
」
と
い
う
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
？
『
子
育
て
し
や
す
い

職
場
環
境
』『
家
族
連
れ
の
お

客
様
へ
の
優
遇
サ
ー
ビ
ス
』『
子

ど
も
、
親
子
が
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
』
な
ど
を
積
極

的
に
行
う
企
業
が
、
八
王
子
市

子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
課
へ
申

請
・
登
録
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
19
年
よ

り
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
つ
環
境
を
つ
く
る

こ
と
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
。

八
王
子
市
は
“
子
育
て
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
”
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
市
だ
け

で
な
く
、
地
元
の
企
業
や
商
店

な
ど
と
地
域
密
着
で
行
う
こ
と

が
実
現
に
つ
な
が
る
と
、
広
く

参
加
企
業
を
募
り
ま
し
た
。　

　

現
在
１
５
８
事
業
所
77
団
体

（
８
月
現
在
）
も
が
登
録
。
す

で
に
登
録
し
た
企
業
か
ら
の
紹

介
で
、
新
た
に
参
加
す
る
企
業

も
増
え
て
い
ま
す
。
参
加
し
て

い
る
企
業
は
「
子
育
て
応
援
カ

フ
ェ
」
と
い
う
子
育
て
応
援
企

業
同
士
の
情
報
交
換
会
や
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

「
子
育
て
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
通
じ
て
『
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
』
を
真
剣
に
考
え
、

子
ど
も
達
の
た
め
に
ひ
と
つ
ひ

と
つ
形
に
し
て
い
こ
う
と
頑

張
っ
て
い
る
「
子
育
て
応
援
企

業
」。
ぜ
ひ
市
民
の
み
な
さ
ん

に
も
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
、
す
て
き
な
取
り
組
み
で

す
。

幸運の四葉のクローバーに
子どもと大人の笑顔を重ね
たシンボルマーク

“
子
育
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
”を
目
指
し
て

数
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
代
表

数
井
先
生（
前
列
）と
ス
タ
ッ
フ

加
藤
公
恵
さ
ん
よ
り

■ 

高
齢
者
パ
ワ
ー
で

　

八
王
子
を
活
性
化
！

数
井
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



10/27（土）13：00～15：30 

◇ 年の地震と村上春樹
（講師：文芸学部准教授 深津謙一郎）

◇漱石と『坂の上の雲』の時代
～日露戦争と戦後の危機と 文学 ～
（講師：国際学部教授 橋川俊樹）

◇日清・日露戦間期の文学～『不如帰』の悲劇～
（講師：文科教授 高橋修）

◆上記 名の講師によるパネルディスカッション

生涯学習 

共立女子学園八王子キャンパスへはＪＲ八王子駅南口よりスクールバスをご利用ください。 

お問い合わせ・資料請求 ℡：03-3512-9981（共立アカデミー） 

☆おやこでゴルフレッスン！
☆おやこで飛行機作り！
☆三味線を弾いてみよう！
☆吉原由香里先生のこども囲碁入門！

★日本神話の古層を探る
★「美の概念」からみた日本の色彩
★『古事記』を片手に古代出雲へ
★万葉集の魅力

共立女子大学・短期大学 
八王子キャンパスで学ぶ 

Photo by KOUJI  HORIUCHI 

公開講座（受講料無料） 一般向け講座 

親子向け講座 

危機の時代に文学を問い直す 

東急スクエア近く、韓国家庭料理
の店「多馥」は、女性オーナーの
チョン・ミンスクさんが約３年前に
現在の場所にオープン。「八王子
は出身地の韓国・京畿道と気候や
立地などが似て住み易い場所。今
では韓国に帰っても“早く八王子
に戻りたい”と思うほど」と八王
子を愛してくれています。料理は
韓国家庭料理を現地の味そのまま
で提供。特に人気は石焼ビビンパ、
チヂミなど、参鶏湯やチゲもこれ
からの季節におすすめです。東日

本大震災の際、韓国に帰ろうか悩
んでいると常連のお客さんがお米
を差し入れしてくれながら「大丈
夫だから一緒にがんばろう！」と
励ましてくれ、再び奮起したそう。

「八王子は本当にあたたかい人ば
かり。皆さんに助けられて、今ま
でやってこられました」とチョン
さん。ランチは女性グループや
OL さんなど、夜は男女問わず大
勢のお客さんでにぎわう、あたた
かいオモニ ( お母さん ) が待つ家
庭的雰囲気の明るいお店です。

オ
モ
ニ
の
絶
品
韓
国

家
庭
料
理
が
味
わ
え
る

22 〜 3 名まで使用可能な個室あり。飲み放題、
食べ放題になる 5,000円のお得なコースメニュー
もあります。詳細はお問い合わせ下さい。

多馥（タフク） 
住所：八王子市東町12-14 青木ビル3F
電話：042-649-8128
営業時間：月〜土 11：30 〜 14：30、
　　　　　　　　 17：00 〜 24：00
　　　　      祝日 17：00 〜 23：00
定休日：日曜日　　座席数：65席　

多
馥（
タ
フ
ク
）
東
町

　

さ
る
1
月
下
旬
に
閉
店
し
た

「
そ
ご
う
八
王
子
店
」に
替
わ
り
、

10
月
下
旬
に
「
セ
レ
オ
八
王
子

　

北
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

「
八
王
子　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
世
代
を
超
え
て
楽
し

め
る
駅
ビ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

　

多
摩
地
区
最
大
級
と
な
る
食

品
売
り
場
は
、
普
段
の
食
事
は

も
ち
ろ
ん
、
特
別
な
日
に
食
べ

た
い
食
材
や
惣
菜
、
ス
イ
ー
ツ

ま
で
幅
広
く
網
羅
で
き
る
店
が

揃
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
開

業
に
伴
い
、
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
「
子
育
て
世
代
」
の

応
援
。
赤
ち
ゃ
ん
や
子
供
用
品

の
店
舗
の
充
実
を
図
り
、
子
供

用
ト
イ
レ
や
ベ
ビ
ー
休
憩
室
も

完
備
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
安
心

し
て
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
そ

う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
京
王
百
貨
店
の
サ

テ
ラ
イ
ト
店
も
出
店
予
定
。
ギ

フ
ト
な
ど
の
需
要
に
も
対
応

し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま

す
。　

運
営
す
る
JR
東
京
西
駅

ビ
ル
開
発
の
担
当
者
か
ら

は
「
ど
の
世
代
の
方
に
も

繰
り
返
し
ご
来
店
い
た
だ

け
て
、
楽
し
め
る
施
設
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
地
元

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
共
に
こ
の

『
セ
レ
オ
八
王
子
』
を
心

地
よ
い
空
間
に
創
り
上
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ

い
」
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

し
い
駅
ビ
ル
に
期
待
し
ま

し
ょ
う
！

10月下旬にいよいよオープン!
JR八王子

駅ビル

「セレオ八王子 
北館」が


